
20 歳 に よ せ て

新年のごあいさつ 久が原地区自治会連合会 会長　三木 伸良
　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は、自治会員ならびに関係各所の皆様に
はコロナ禍、自治会活動にご協力いただき誠に
ありがとうございました。幸いにも久が原地区
では大きな災害にもあわずに年を越すことがで
きました。今年はさらなる安全安心な町をめざ
し、自然災害に強い地域を作るために、５自治会
が協力して地域力を高めてまいります。

　また、本年１月から地域集会所の「久が原会館」
がエレベーター付きの三階建てとして新たに
オープンいたしますので、地域の交流の場として
皆様のご利用をお待ちしています。
　今年も地域活動において何かと制約があると
思いますが、引き続きご協力のほどよろしくお願
いいたします。

マイナンバーカードを利用して、住民票の写しなどの証明書を取得できます。
（条件によっては発行できない証明書もあります）
窓口より手数料が50円安くなります。
操作方法に不安がある方は、お手伝いしますので、お気軽にお声がけください。

久が原特別出張所内に証明書交付機が設置されました
〈証明書発行について〉

〈暗証番号の
再設定について〉
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ま
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志田　悠
し　だ　  ゆう

　久が原の思い出は、子供の頃、久が原
公園で暗くなるまで遊んだことです。
　高校でアメリカ、現在はペルーの大学
に交換留学中です。将来は自分と同じよ
うに留学を希望する人のサポートをした
いです。

中
村

　健

な
か
む
ら

　
　け
ん

　私
に
と
っ
て
久
が
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よ
う
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ま

す
。こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
行
く
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い

う
こ
と
に
不
安
も
あ

り
ま
す
が
、
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が
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で
の
思
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出
が
背
を

押
し
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く
れ
て
い
る

気
が
し
ま
す
。
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久が原地区管内
＜世帯数＞
13,848世帯

令和4年12月1日現在

＜人口＞
男 14,138人
女 15,050人
計 29,188人



♦久が原西自治会新年会
【開催日】1月14日（土）　13時～
【場　所】久が原会館

♦道々橋自治会新年音楽会　　
【開催日】1月15日（日）　14時～
【場　所】道々橋八幡神社　社務所

♦ヒルズ久が原自治会震災訓練
【開催日】２月実施予定
【場　所】ヒルズ久が原

♦ヒルズ久が原自治会クリーン大作戦
【開催日】３月5日(日)　９時～
【場　所】ヒルズ久が原

♦ヒルズ久が原お花見　
【開催日】３月下旬ごろ
【場　所】未定

《問い合わせ先》久が原特別出張所
　　　　　　　　０３-３７５２-４２７１

【編集後記】

　若者たちと一緒に、今年もコロナ禍を乗り切
りましょう。マスクを外して大いに笑い、声援を
送れる日々が戻ることを願います。魔法をかけ
ます、“あなたの素顔は素晴らしい”明るい未来
をめざして、ほほ笑みを忘れずに。

大竹　恵美子
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台
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。
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憶
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い
う
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リ
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さ
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国
際
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豊
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い
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。
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詰
ま
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ぞ
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が
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で
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い
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。

今
後
も
作
る
時
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楽
し
い
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持
ち
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、
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品

か
ら
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け
取
る
暖
か
さ
に
つ
な
が
る
よ
う
心

が
け
て
、
技
術
の
伝
承
に
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を
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で
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き

た
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と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
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作
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り
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。

（
倉
澤
か
お
る
）

は

と
う

び
ょ
う
ぶ

〈 

主
な
活
動
記
録 

〉

2
0
0
9
年
　
ウ
ィ
ー
ン 

ネ
オ
ジ
ャ
パ
ニ
ズ
ム
展
で「
鳳
凰
と
蓮
」が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
芸
術
家
協
会
メ
デ
ィ
ア
賞

2
0
2
1
年
　
都
美
術
館
　
21
世
紀 

ア
ー
ト
ボ
ー
ダ
レ
ス
展（
匠
）で「
祈
り
」が
最
優
秀
賞

2
0
2
1
年
　
国
立
新
美
術
館
　
21
世
紀 

ア
ー
ト
ボ
ー
ダ
レ
ス
展 

（
篝
火
）で「
水
汲
み
」が
参
議
院
議
員
北
村
賞

2
0
2
2
年
　
国
立
新
美
術
館
　
21
世
紀 

ア
ー
ト
ボ
ー
ダ
レ
ス
展 

（
煌
星
）出
展

2
0
1
2
年
　
銀
の
鈴
社
よ
り「
魅
せ
ら
れ
て
〜
太
陽
の
国
か
ら
心
の
里
へ
」（
優
良
図
書
　
感
じ
る
絵
本
）を
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
田
区
久
が
原
五
丁
目
在
住

大
田
区
伝
統
工
芸
発
展
の
会
　
会
員

　
久
が
原
一
丁
目
と
仲
池
上
一
丁
目
を
結
ぶ
呑
川
の
橋
「
道
々
橋
」
は
、
ひ
ら

が
な
で
書
か
れ
た
橋
名
板
に
は
「
ど
う
ど
う
ば
し
」、歩
道
橋
に
は
「
ど
ど
は
し
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と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
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　「
道
々
橋
」
の
由
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に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
1
9
3
1
年
編
集
の
「
池
上

町
史
」
に
よ
れ
ば
、『
本
村
（
道
々
橋
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、
元
池
上
村
の
一
部
な
り
し
も
、

寛
政
（
1
7
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〜
1
8
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1
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以
前
す
で
に
分
離
し
て
、
現
在
の
一
村
を
な

せ
り
と
。
伝
説
に
よ
れ
ば
、
池
上
よ
り
本
村
に
通
じ
る
途
中
呑
川
の
流
れ
あ
り

て
橋
梁
を
架
す
。
こ
の
橋
梁
修
繕
に
際
し
負
担
の
関
係
よ
り
池
上
村
と
紛
擾
を

起
し
遂
に
独
立
し
て
一
村
を
為
し
た
る
よ
り
ト
ド
の
詰
ま
り
橋
の
問
題
よ
り
独

立
せ
し
為
ド
ド
橋
、
即
ち
道
々
橋
と
称
す
る
に
至
れ
り
と
』
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
「
ド
ウ
ド
ウ
」
と
す
る
の
は
無
理
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
世
田
谷
区
の
等
々
力
と
同
じ
よ
う
に
、
橋
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は
、
一
帯
に
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い
て
い
た
洗
足

流
れ
の
「
ド
ウ
、
ド
ウ
」
と
い
う
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に
基
づ
い
て
名
付
け
ら
れ
た
と
も
思
わ

れ
ま
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。

　
昭
和
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1
9
7
0
）年
ま
で
、
江
戸

期
の
道
々
橋
村
の
名
を
継
ぐ
道
々
橋
町

が
あ
り
ま
し
た
が
、今
日
で
は
久
が
原
、

仲
池
上
、
南
雪
谷
、
東
雪
谷
に
編
入
さ

れ
て
消
滅
し
ま
し
た
。
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う

　昨秋号のフレイル予防の記事の中に「見守りキーホ

ルダー」という名が載っていました。

　これは何だろう？ と思い、調べると、

「※見守りキーホルダーとは、大田区在住の高齢者が

外出中に突然の体調不良・けが・もの忘れ等の時、身に

つけておくと、公共機関からの紹介に対応できるもの

です。」とのこと。

　65歳以上から登録できるとありますので、持病もな

く元気に過ごしている私は高齢者の自覚がありません

が、自分で手続きできる頭のしっかりしている時に登録

することにしました。久が原特別出張所管内に住んで

いる人は、地域包括支援センター久が原が窓口になり

ます。手続きは簡単で、「住所・氏名・生年月日・自宅の電

話番号・緊急連絡先２名、病歴・かかりつけ医療機関」を

登録して、見守りキーホルダーをいただきました。いつ

も持っているバック等に付けるといいようです。久が原

地域は高齢者４人に１人が登録しているとのことです。

無料で手続きが簡単なので、まだ登録していない方に 

もお勧めします！　　    　  　　　　 （大竹　恵美子）

＊地域包括支援センターは高齢者
の生活や介護で困っていることをご
本人や家族が相談できる窓口です。

＊地域包括支援センター久が原
住所 大田区仲池上２丁目24番８号
（池上長寿園本部事務局内）
電話 03-5700-5861
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見守りキーホルダー登録しました


